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療
改
善
へ
ラ
ジ
オ
で
発
信

医
療
改
善
へ
ラ
ジ
オ
で
発
信

医
療
改
善
へ
ラ
ジ
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で
発
信

医
療
改
善
へ
ラ
ジ
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で
発
信

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は

  

1212
月
開
始
予
定

月
開
始
予
定

10月３日　保険医協会の紹介
10月10日　AI化で歯科技士はどうなる？
10月17日　 学校健診から見える格差と貧困（仮）

「医療知ろう！」放送はじまります!!「医療知ろう！」放送はじまります!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時40分頃～毎週木曜19時40分頃～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

10月の消費税10％への増税は
医療機関の経営を直撃する ７面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
主張　 国民が安心して暮らしていける

年金制度に ２面

政策解説　こども医療費助成で
　　　　　日経新聞が「恣意的なデータ引用」 ３面

　

世
界
野
球
連
盟
の

Ｕ
18
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
韓
国
で
開
催
さ

れ
、
台
湾
代
表
チ
ー

ム
が
ア
メ
リ
カ
を
破

り
高
校
野
球
世
界
一
に
返
り
咲
い

た
。
日
本
代
表
は
過
去
最
強
の
メ

ン
バ
ー
を
そ
ろ
え
初
優
勝
を
期
待

さ
れ
て
い
た
が
結
果
は
５
位
に
終

わ
っ
た
。
大
会
を
取
材
し
た
ラ
イ

タ
ー
に
よ
る
と
、
異
常
に
勝
負
に

こ
だ
わ
る
姿
が
コ
ー
チ
や
監
督
さ

ら
に
は
選
手
を
追
う
メ
デ
ィ
ア
に

も
見
ら
れ
た
と
い
う
▼
本
来
、
ジ

ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会

は
、
見
聞
を
広
め
国
際
交
流
を
図

る
こ
と
が
目
的
な
の
に
「
日
の
丸

を
背
負
う
」
と
い
う
圧
力
に
よ
っ

て
他
国
選
手
と
の
交
流
す
ら
損
な

わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
韓
国
で
の

試
合
を
意
識
し
た
高
野
連
が
、
移

動
用
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
か
ら
日
の
丸
を

外
し
た
こ
と
で
も
大
き
な
バ
ッ
シ

ン
グ
を
受
け
た
。
国
を
背
負
っ
て

戦
う
選
手
が
日
の
丸
を
掲
げ
な
い

な
ん
て
言
語
道
断
だ
と
い
う
▼
ま

る
で
戦
時
中
に
逆
戻
り
し
た
よ
う

な
論
調
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
も
こ
れ
に
同
調

し
た
。
本
来
自
由
に
楽
し
む
は
ず

の
ス
ポ
ー
ツ
を
国
威
発
揚
の
ア
イ

テ
ム
と
捉
え
、
選
手
の
人
権
を
無

視
し
て
圧
力
を
か
け
て
い
く
。
日

本
代
表
チ
ー
ム
の
愛
称
に
も
、
侍

ジ
ャ
パ
ン
やSAM

URAI BLUE

、

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
戦
闘
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
や
古
い
女

性
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る
よ
う

な
復
古
調
の
文
字
が
躍
る
▼
こ
の

よ
う
な
愛
称
自
体
が
世
界
的
に
は

珍
し
い
と
さ
れ
る
な
か
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
だ
け
で
な
く
国
民
ま
で

も
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
盛
り
上

げ
る
脇
役
と
し
て
存
在
し
て
い

る
。
着
々
と
進
む
一
億
総
右
傾
化

計
画
を
頓
挫
さ
せ
る
に
は
、
戦
争

で
き
る
国
に
変
え
た
い
戦
前
回
帰

の
思
惑
を
持
つ
黒
幕
を
引
き
ず
り

下
ろ
す
以
外
に
道
は
な
い 

（
九
）

お
知
り
合
い
の
先
生
に

協
会
の
利
用
を
お
勧
め
く
だ
さ
い

　

協
会
は
、
10
月
か
ら
11
月
末
ま

で
「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」
に
取

り
組
み
、
会
員
７
６
０
０
人
の
達

成
を
め
ざ
し
ま
す
（
９
月
17
日
現

在
７
５
３
０
人
）。

　

安
倍
政
権
は
10
月
か
ら
消
費
税

増
税
を
強
行
し
、
社
会
保
障
費
抑

制
の
た
め
の
新
た
な
会
議
を
設
置

す
る
な
ど
、
医
療
・
介
護
分
野
の

患
者
・
利
用
者
負
担
を
さ
ら
に
増

め
る
署
名
、「
ク
イ
ズ
で
考
え
る

日
本
の
医
療
」
や
ラ
ジ
オ
関
西
コ

ー
ナ
ー
「
医
療
知
ろ
う
」
な
ど
を

通
じ
て
、
社
会
保
障
拡
充
を
求
め

る
国
民
世
論
を
高
め
る
運
動
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
開
業
医
の
生

活
と
権
利
を
守
り
、
安
心
・
安
全

の
医
療
の
実
現
に
向
け
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
開
業
対
策
の
セ
ミ

ナ
ー
、
保
険
診
療
や
審
査
・
指
導

へ
の
相
談
、
病
院
の
適
時
調
査
対

策
や
歯
科
の
施
設
基
準
に
対
応
し

た
医
療
安
全
管
理
研
究
会
、
税
務

・
雇
用
相
談
、
各
種
の
臨
床
研
究

会
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

　

生
活
を
支
え
る
保
障
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
保
険
と
新
グ
ル
ー
プ
保

険
の
改
善
で
１
億
２
千
万
円
の
大

型
保
障
を
実
現
、
非
常
勤
の
先
生

方
に
も
お
勧
め
の
「
休
業
保
障
制

度
」
と
「
保
険
医
年
金
」
の
基
本

の
共
済
制
度
に
加
え
、
団
体
割
引

の
利
用
で
割
安
な
自
動
車
保
険
や

火
災
保
険
な
ど
損
害
保
険
も
加
入

い
た
だ
け
ま
す
。

　

「
頼
り
に
な
り
役
に
立
つ
、
会

員
に
な
っ
て
得
を
す
る
協
会
」
を

体
現
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
会
員

の
先
生
方
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し

て
い
き
ま
す
。
ま
だ
協
会
を
ご
利

用
で
な
い
お
知
り
合
い
の
開
業

医
、
勤
務
医
、
ご
子
弟
に
も
ぜ
ひ

入
会
を
お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

　

先
生
方
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
お

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

秋の共済制度普及秋の共済制度普及
 好評受付中！ 好評受付中！
グループ保険＋新グループ保険　保険医年金グループ保険＋新グループ保険　保険医年金
休業保障制度＋所得補償保険　医賠責　　　休業保障制度＋所得補償保険　医賠責　　　

９～10面に案内

　

協
会
が
提
供
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
「
寺
谷
一
紀

と
！　

い
・
し
ょ
く
・
じ
ゅ
う
！
」
内
コ
ー
ナ
ー
「
医
療
知
ろ

う
！
」
が
、
今
期
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。
放
送
期
間
は
、
10
月
３
日
か

ら
来
年
３
月
26
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
で
、
19
時
40
分
頃
か
ら
約
10

分
間
放
送
す
る
。
10
月
３
日
の
第
１
回
目
は
、
西
山
裕
康
理
事
長
が

出
演
し
、
保
険
医
協
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

行
を
務
め
、
病
気
の
予
防
や
治
療

に
関
す
る
健
康
情
報
か
ら
、
国
の

医
療
政
策
の
問
題
点
ま
で
多
岐
に

わ
た
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
。

　

昨
年
は
「
認
知
症
」「
歯
と
健

康
の
関
係
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
、

リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
反
響
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。
放
送
分
は
番
組
ブ
ロ

グ
や
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.hhk.jp/topics/2019/

1030-090000.php

か
ら
動
画
で

ご
覧
い
た
だ
け
る
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
特
徴
は
、
協

会
役
員
や
会
員
が
出
演
し
て
、
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
ト
ー
ク
で
リ

ス
ナ
ー
へ
情
報
を
届
け
る
こ
と

で
、
前
回
は
29
人
が
出
演
し
た
。

本
紙
４
・
５
面
に
ポ
ス
タ
ー
を
同
封
。
ぜ
ひ
医
院
に
掲
示
く
だ
さ
い

昨
期
の
リ
ス
ナ
ー
か
ら

昨
期
の
リ
ス
ナ
ー
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
感
想

寄
せ
ら
れ
た
感
想

・ 

私
自
身
、
約
１
カ
月
で
「
還

暦
」
を
迎
え
ま
す
。
今
後
、
自

分
も
「
認
知
症
」
に
な
っ
て
し

ま
う
の
か
、
心
配
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
「
認
知

症
」
の
お
話
、
と
て
も
為
に
な

り
ま
し
た
。

・ 

歯
医
者
さ
ん
の
お
話
は
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。
歯
科
医
院
で
は

予
防
医
療
に
力
を
入
れ
て
い
る

よ
う
で
私
も
か
か
り
つ
け
歯
科

医
に
４
カ
月
に
一
回
は
検
診
に

通
っ
て
い
ま
す
。

・ 

糖
尿
病
と
歯
周
病
に
関
係
が
あ

る
と
い
う
話
は
驚
き
で
し
た
。

糖
尿
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

も
っ
と
歯
の
健
康
に
も
注
意
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
へ
の
出
演
希
望
者
は
随

時
募
集
中
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で
お
願

い
し
た
い
。

毎年市民に医療をめぐるさまざまな問題を
発信し続けている（写真左は昨期出演した
足立了平副理事長）　　　　　　　　　　

　

毎
年
好
評
い
た
だ
い
て
い
る

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療

（
景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
）」。

今
年
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
と
し
て

「
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
現
在
計
画

中
で
あ
る
。
年
金
に
つ
い
て
は
、

６
月
に
公
表
さ
れ
た
金
融
審
議
会

「
市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
」
報
告
書
で
「（
老
後
の
生
活

に
は
）
公
的
年
金
以
外
に
貯
蓄
２

０
０
０
万
円
が
必
要
」
と
さ
れ
、

参
議
院
選
挙
後
に
公
表
さ
れ
た
、

「
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
に
係

る
財
政
の
現
況
及
び
見
通
し
（
財

政
検
証
）」
で
も
、
経
済
成
長
率

が
低
か
っ
た
場
合
に
は
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
が
現
在
の
水
準
か

ら
４
割
も
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ

る
な
ど
、
国
民
の
間
で
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

患
者
さ
ん
に
現
行
の
年
金
制
度

に
つ
い
て
の
問
題
点
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
、
社
会
保
障
の
抜
本

的
拡
充
を
求
め
る
世
論
を
高
め
て

い
く
の
が
ね
ら
い
。
ぜ
ひ
会
員
医

療
機
関
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
12
月
ス
タ
ー

ト
を
目
指
し
て
製
作
中
。
昨
年
ま

で
２
シ
ー
ズ
ン
で
開
催
し
て
い
た

が
、
今
年
は
１
シ
ー
ズ
ン
を
予
定

し
て
い
る
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち

願
い
た
い
。

日　時　10月17日（木）13時～16時30分
会　場　東京・日比谷野外音楽堂
タイムテーブル　開　場　12時　集　会　13時～14時20分
パレード（日比谷公園→東京駅）14時30分～16時30分

　社会保障制度の改悪・患者負担増計画に
反対して、社会保障費を増やし、誰もが安
心できる医療・介護の実現をめざして、今
年も東京・日比谷野外音楽堂で国民集会を
開催します。また、午前中には国会議員へ
の要請行動も行います。ご自身の医療現場
の声を直接国政に届けるチャンスですの
で、あわせてご参加ください。

交通費・食費等は協会負担。スタッフのご参加も歓迎
　参加のお申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

「憲法　いのち・社会保障まもる「憲法　いのち・社会保障まもる
 　10・17国民集会」へご参加を 　10・17国民集会」へご参加を

過去の集会の模様

　

ラ
ジ
オ
関
西
コ
ー
ナ
ー
は
２
０

１
０
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い

る
。「
な
に
わ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
」
こ
と
寺
谷
一
紀
さ
ん
が
、
進

ラ
ジ
オ
出
演
者
募
集
中
！

ラ
ジ
オ
出
演
者
募
集
中
！

や
す
社
会
保

障
改
悪
を
狙

っ
て
い
ま

す
。
協
会
は

「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科

医
療
」
を
求

秋
の
組
織
強
化
月
間



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９２１号 （２）２０１９年(令和元年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

厚
生
労
働
省

は
、
先
月
27
日

に
、〝
公
的
年

金
の
財
政
状
況

と
給
付
の
見
通

し
に
関
す
る
財
政
検
証
〞
を
発

表
し
た
。
こ
の
〝
財
政
検
証
〞

は
、
２
０
０
４
年
に
、
年
金
の

給
付
水
準
を
経
済
状
況
に
合
わ

せ
て
自
動
削
減
す
る
仕
組
み
で

あ
る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
５

年
に
１
度
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
30
年
後
の

年
金
水
準
は
、
モ
デ
ル
世
帯

（
夫
40
年
間
会
社
勤
務
・
妻
専

業
主
婦
）
で
、
経
済
成
長
が

「
進
む
」
と
し
た
場
合
で
も
、

２
０
１
９
年
水
準
か
ら
お
よ
そ

２
割
削
減
さ
れ
る
と
い
う
も
の

削
減
幅
は
３
割
に
も
な
る
。
こ

れ
で
は
、
高
齢
期
の
暮
ら
し

は
、
立
ち
行
か
な
く
な
る
。

　

金
融
庁
が
６
月
初
め
に
公
表

し
た
「
高
齢
社
会
に
お
け
る
資

産
形
成
・
管
理
」
の
報
告
書
で

は
、
老
後
に
年
金
だ
け
で
は
２

千
万
円
不
足
す
る
と
指
摘
し
て

で
あ
る
。「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
」
の
影
響
は
、
基
礎
年
金

部
分
に
大
き
く
、
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
に
し
か
入
っ
て

い
な
い
自
営
業
者
や
、
パ
ー
ト

労
働
者
、
比
例
報
酬
部
分
の
少

な
い
低
賃
金
の
労
働
者
で
は
、

２
人
以
上
の
全
世
帯
の
貯
蓄
額

の
中
央
値
は
１
０
３
６
万
円

と
、
先
の
金
融
庁
報
告
書
の
言

う
「
必
要
額
」
の
半
分
で
あ

る
。
ま
た
、
日
銀
の
調
査
（
２

０
１
６
年
「
家
計
の
金
融
行
動

に
関
す
る
世
論
調
査
」）
で

は
、
２
人
以
上
の
世
帯
で
は
お

い
る
。
安
倍
内
閣
は
「
誤
解
を

与
え
る
」
と
し
て
、
報
告
書
の

受
け
取
り
を
拒
否
し
た
が
、
現

在
で
も
、
年
金
だ
け
で
は
暮
ら

せ
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

総
務
省
の
「
家
計
調
査
報
告

（
２
０
１
８
）」
に
よ
る
と
、

よ
そ
30
％
、
単
身
世
帯
で
は
お

よ
そ
50
％
が
「
貯
蓄
ゼ
ロ
」
で

あ
り
、
２
０
１
２
年
調
査
か
ら

大
幅
に
増
え
て
い
る
。〝
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
〞
に
よ
り
、
貧
富
の

格
差
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。

　

公
的
年
金
は
、
国
民
皆
保
険

制
度
と
と
も
に
、
日
本
の
社
会

保
障
の
二
つ
の
柱
で
あ
る
。
社

会
保
障
改
革
と
称
し
て
切
り
捨

て
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
。

私
た
ち
は
、
医
療
改
悪
に
反
対

す
る
運
動
と
と
も
に
、
年
金
制

度
の
拡
充
に
も
取
り
組
み
た
い

と
考
え
る
。
当
面
、
巨
額
の
年

金
積
立
金
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し

て
行
け
る
年
金
水
準
の
確
保
を

求
め
た
い
。

国
民
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
年
金
制
度
に

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

住
吉　

弘
充
先
生

東
灘
区　

脳
神
経
外
科

８
月
９
日 

享
年
66
歳

遠
藤　

一
郎
先
生

豊
岡
市　

耳
・
気
食
科

９
月
６
日 

享
年
91
歳

富
永　

芳
弘
先
生

西
宮
市　

歯
科

８
月
24
日 

享
年
49
歳

田
中　

健
一
先
生

宝
塚
市　

外
・
内
・
消
科

９
月
６
日 

享
年
85
歳

在宅医療を始めたい医科の先生必聴！在宅医療を始めたい医科の先生必聴！

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

ゼロからはじめる在宅訪問講座ゼロからはじめる在宅訪問講座
日　時　10月５日（土）16時～18時　　会　場　協会５階会議室
講　師　尼崎市・はせがわ内科院長　長谷川　吉昭先生
話題提供　「在宅医療の保険点数と届出」協会事務局

　みなさんは“stigma（スティグマ）”という言葉をご存知ですか。
“刻印”から転じて“烙印”“レッテル”というネガティブな意味
合いで用いられるこの言葉は、がんの世界に確実に存在します。一
般社会はもちろん、私たち医療者の間にも存在します。“この患者
さんはがんがあるから…しない”“もう治らないから…は意味がな
い”“がんは専門医に診てもらうべきで、非専門医は…”などで
す。その言葉の裏に、がんを特別視する、ある意味でのstigmaが存
在すると感じます。その背景に、進歩し多様化する抗がん治療の膨
大な情報量に圧倒されている現実があります。しかし、がん診療の
多くは抗がん治療ではなく、実は緩和ケア（＋支持療法）と意思決
定支援が主体であり、そこにはプライマリケア医だからできるこ
と、プライマリケア医にしかできないことがあり、そこに多くのが
ん患者・家族のニーズがあると思います。
　本講演では、がん診療における非がん専門医に求められるエッセ
ンスをお伝えし、みんなでcancer stigmaから解放され、“Cancer? 
So what?”（がん？だから何？）と言えるような社会を作るきっか
けにしたいと思います。 【東　記】

日　時　10月19日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室

講　師　白河厚生総合病院　総合診療科部長　東　光久先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

プライマリケア医のための
がん診療10の掟

第557回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

税
務
調
査
の
心
構
え

〜
毅
然
と
し
た
対
応
を
〜

『保険医への税務調査』より

月刊保団連臨時増刊号

『保険医への税務調査
 2018年改訂版』

事前通知チェックシートや心構
えなど、税務調査への備えとな
る１冊。会員頒価1000円（送料
込）。ご注文は、税経部☎078－
393－1805まで

注
文
受
付
中
!!

事
前
通
知
へ
の

適
切
な
対
応
を

　

税
務
調
査
は
原
則
と
し
て
納
税

者
に
電
話
で
事
前
通
知
さ
れ
ま

す
。
税
理
士
に
提
出
す
る
税
務
代

理
権
限
証
書
に
は
本
人
へ
の
通
知

が
省
略
さ
れ
る
チ
ェ
ッ
ク
欄
が
あ

り
ま
す
が
、
通
知
は
本
人
が
受
け

る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

事
前
通
知
の
内
容
は
、
調
査
を

行
う
旨
、
日
時
、
場
所
、
目
的
な

ど
11
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。
通
知

と
異
な
る
調
査
は
違
法
で
あ
り
、

11
項
目
も
の
調
査
内
容
を
電
話
で

通
知
さ
れ
て
も
理
解
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
協
会
の

事
前
通
知
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

（
図
）
を
活
用
し
て
漏
れ
な
く
聞

き
、
記
録
し
ま
し
ょ
う
。
協
会
・

保
団
連
で
は
、
国
税
局
や
国
税
庁

に
対
し
て
書
面
に
よ
る
事
前
通
知

を
要
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調

査
日
時
は
即
決
せ
ず
に
顧
問
税
理

士
や
協
会
と
相
談
し
て
回
答
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

調
査
当
日
に
は

毅
然
と
対
応
を

　

調
査
当
日
は
、
税
務
署
員
に
は

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、
所

属
や
氏
名
、
調
査
理
由
、
調
査
期

間
な
ど
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。「
パ
ソ
コ
ン
を
見
せ
て

ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
て
も
触
ら
せ

ず
、
必
要
な
部
分
の
み
印
字
し
て

提
示
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

書
類
の
持
ち
帰
り
や
コ
ピ
ー
を
求

め
ら
れ
て
も
応
じ
る
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
な
ど
で
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
こ

と
も
必
ず
断
り
ま
し
ょ
う
。
訴
訟

と
な
っ
た
場
合
に
税
務
署
側
の

「
証
拠
資
料
」
と
な
る
「
質
問
応

答
記
録
書
」
の
作
成
協
力
は
あ
く

ま
で
も
任
意
で
す
。
安
易
に
サ
イ

ン
（
押
印
）
は
せ
ず
、
内
容
を
承

知
し
た
場
合
で
も
コ
ピ
ー
を
渡
す

よ
う
求
め
ま
し
ょ
う
。
調
査
結
果

の
通
知
・
説
明
を
求
め
、
修
正
す

べ
き
事
項
は
納
得
で
き
る
ま
で
話

し
合
い
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で

す
。カ

ル
テ
開
示
に
は

応
じ
な
い

　

医
師
・
歯
科
医
師
は
、
医
師
法

・
歯
科
医
師
法
と
は
別
に
、
刑
法

等
に
よ
り
厳
重
に
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

個
人
情
報
を
含
む
カ
ル
テ
の
開
示

を
求
め
ら
れ
て
も
応
じ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
費

診
療
収
入
の
額
な
ど
の
会
計
記
録

を
診
療
記
録
で
あ
る
カ
ル
テ
に
は

記
さ
な
い
よ
う
に
、
日
常
か
ら
の

注
意
も
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

「
お
尋
ね
」
文
書
に

ご
注
意
を

　

税
務
署
は
「
申
告
内
容
の
お
尋

ね
」
と
い
っ
た
行
政
指
導
文
書
を

送
付
し
て
呼
び
出
す
な
ど
、
納
税

者
と
の
接
触
を
増
や
し
て
お
り
、

実
質
的
な
税
務
調
査
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
行
政
指
導
は

法
律
上
「
任
意
の
協
力
に
よ
っ

て
」
実
施
す
る
も
の
で
、
応
じ
な

い
た
め
に
不
利
益
な
取
り
扱
い
を

行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
点
に
留
意
し
て
、
安
易

に
回
答
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
税
務
調
査
は
任
意
調

査
で
あ
り
、
毅
然
と
し
た
対
応
が

必
要
で
す
。

税務調査アンケート結果（兵庫）
カルテ開示要求には慎重な対応を
　保団連近畿ブロックでは2016年以
来となる税務調査アンケートを５～
６月に実施しました（近畿ブロック
全体の結果は９月25日付の近畿ブロ
ックニュース参照）。兵庫協会では
会員1200人にアンケートを送付し、
184人から回答を得ました。過去５
年以内に調査があったと回答した15
件のうち、「カルテの開示を求めら
れた」が２件、「帳簿の持ち帰りを
求められた」が10件、「質問応答記
録書への押印を求められた」が２件
でした。
　任意調査では患者の個人情報その
ものであるカルテ開示に応じるべき
ではありません。

医
院
継
承

◇
所
在
地　

三
木
市
口
吉
町

笹
原
13
―
２

◇
物
件
情
報　

木
造
平
屋　

土
地
１
１
２
坪
（
３
７
０
・

73
㎡
）、
建
築
面
積
97
・
84

㎡◇
募
集
科
目　

全
科
目
対
応

◇
そ
の
他　

在
宅
医
療
に
良

い
。
高
齢
患
者
の
引
き
継
ぎ

を
お
願
い
し
た
い

　

お
問
い
合
わ
せ
は
０
７
９

４
―
88
―
２
０
６
６
ま
で

（
連
絡
は
午
前
中
に
お
願
い

し
ま
す
）

　

２
０
１
３
年
の
国
税
通
則
法
改

正
に
よ
り
、
事
前
通
知
や
留
め
置

き
な
ど
税
務
調
査
上
の
手
続
き
が

法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
部
の
調
査
で
は
遵
守
さ
れ
て
い

な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。
事
前
通

知
か
ら
当
日
ま
で
の
対
応
で
気
を

つ
け
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し

ま
す
。

　

調
査
の
通
知
の
際
に
は
も
ち
ろ

ん
、「
お
尋
ね
文
書
」
が
届
い
た

際
に
も
、
ま
ず
は
協
会
（
078
―
393

―
１
８
０
５
）
や
税
理
士
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)

日
経
新
聞
が「
恣
意
的
な
デ
ー
タ
引
用
」

日
経
新
聞
が「
恣
意
的
な
デ
ー
タ
引
用
」

２０１９年(令和元年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１９２１号

こ
ど
も
医
療
費
助
成
で

協
会
政
策
部

協
会
政
策
部

　

日
経
新
聞
（
８
月
12
日
付
）

は
、
国
民
医
療
費
の
動
向
に
つ
い

て
報
道
し
、「
子
供
の
伸
び
75
歳

以
上
の
４
倍
」「
助
成
広
が
り
受

診
増
」
と
す
る
解
説
記
事
を
掲
載

し
た
。
記
事
は
一
人
当
た
り
医
療

費
の
伸
び
率
や
受
療
率
を
も
と

に
、「
病
院
で
受
診
す
る
子
ど
も

が
増
え
、
医
療
費
を
押
し
上
げ
た

構
図
が
見
え
て
く
る
」
と
し
、
自

治
体
の
助
成
措
置
が
「
過
剰
な
受

診
の
要
因
と
な
る
こ
と
も
否
定
で

き
な
い
」
と
す
る
な
ど
、
こ
ど
も

医
療
費
無
料
化
に
否
定
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
招
く
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
こ
ど
も
医
療
費
は
、

医
療
費
全
体
の
６
％
に
す
ぎ
ず
、

受
療
率
も
２
０
１
１
年
以
降
は
減

少
し
て
い
る
の
が
実
態
で
、
日
経

記
事
は
恣
意
的
な
デ
ー
タ
引
用
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
ど
も
医

療
費
の
国
民
医
療
費
と
の
比
較
や

受
診
率
デ
ー
タ
に
つ
い
て
検
証
す

る
。

日
経
記
事
の
要
旨

　

日
経
新
聞
の
記
事
で
は
「
年
齢

階
級
別
の
一
人
当
た
り
医
療
費
」

の
（
２
０
０
０
―
16
）
デ
ー
タ

と
、
同
「
受
療
率
」
の
（
２
０
０

２
―
17
）
デ
ー
タ
な
ど
を
使
っ

て
、「
一
人
当
た
り
医
療
費
」
で

は
、「
75
歳
以
上
は
９
％
増
だ

が
、
45
〜
64
歳
は
16
％
増
、
15
〜

44
歳
は
25
％
増
、
14
歳
ま
で
の
子

ど
も
は
42
％
増
と
75
歳
以
上
の
４

倍
の
伸
び
だ
」
と
指
摘
。
次
い

で
、「
受
療
率
」
が
「
０
〜
14
歳

の
外
来
は
…
29
％
増
、
15
〜
34
歳

は
４
％
増
。
35
〜
64
歳
、
75
歳
以

上
は
３
〜
５
％
の
マ
イ
ナ
ス
」
と

対
比
し
、「
病
院
で
受
診
す
る
子

ど
も
が
増
え
、
医
療
費
を
押
し
上

げ
て
い
る
構
図
が
見
え
て
く
る
」

と
し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
「
子

ど
も
向
け
自
己
負
担
の
軽
減
」
が

あ
る
と
し
、「
09
年
４
月
時
点
で

通
院
費
を
15
歳
ま
で
助
成
す
る
市

区
町
村
は
３
４
５
だ
っ
た
が
、
18

年
４
月
に
は
１
０
０
７
と
３
倍
に

増
え
た
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
「
子
ど
も
の
一
人
当
た

り
医
療
費
」
増
が
、
医
療
費
を
押

し
上
げ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
自

治
体
の
助
成
制
度
に
あ
る
と
論
じ

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
に
は
誤
解
を
与
え
る
す
り
替
え

が
あ
る
。

こ
ど
も
医
療
費
の
割
合
は
減
少

６・
９
％
か
ら
６・
０
％
に

　

記
事
は
「
年
齢
階
級
別
一
人
当

た
り
医
療
費
」
の
増
加
率
を
引
用

し
て
い
る
が
、
実
は
実
額
で
は
２

０
１
６
年
度
で
、「
０
〜
14
歳
」

16
万
円
、「
15
〜
44
歳
」
12
万

円
、「
45
〜
64
歳
」
28
万
円
、「
65

歳
以
上
」
73
万
円
で
、
こ
ど
も
医

療
費
は
決
し
て
高
額
と
は
言
え

ず
、
そ
の
傾
向
は
２
０
０
０
年
度

か
ら
２
０
１
６
年
度
ま
で
一
貫
し

て
い
る
（
図
１
）。
記
事
は
「
伸

び
率
が
高
い
」
と
し
て
い
る
が
、

そ
も
そ
も
の
絶
対
額
が
少
な
い
た

め
、
全
体
に
与
え
る
影
響
は
非
常

に
少
な
い
の
で
あ
る
。

　

総
額
で
年
齢
階
級
別
国
民
医
療

費
の
推
移
（
図
２
）
を
み
る
と
、

少
子
化
で
「
０
〜
14
歳
」
人
口
が

減
少
し
て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
こ

ど
も
医
療
費
の
影
響
が
少
な
い
こ

と
が
分
か
る
。

　

国
民
医
療
費
全
体
の
中
で
、
こ

ど
も
医
療
費
が
占
め
る
割
合
は
、

国
民
医
療
費
全
体
が
30
兆
１
４
１

８
億
円
（
２
０
０
０
年
）
か
ら
、

42
兆
１
３
８
１
億
円
（
２
０
１
６

年
）
へ
と
、
16
年
間
に
４
割
増
加

し
て
い
る
が
、
同
期
間
に
こ
ど
も

医
療
費
総
額
は
２
兆
８
０
６
億
円

か
ら
、
２
兆
５
２
２
０
億
円
へ
と

２
割
増
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
ど

も
医
療
費
が
全
体
に
占
め
る
割
合

は
（
図
３
）、
２
０
０
０
年
６
・

９
％
か
ら
、
２
０
１
６
年
６
・
０

％
へ
と
、
逆
に
減
少
し
て
い
る
。

　

医
療
費
全
体
へ
の
影
響
の
度
合

い
を
年
齢
階
級
別
に
み
れ
ば
、
こ

ど
も
医
療
費
が
最
も
低
く
、
他
の

年
齢
階
層
、
特
に
高
齢
層
の
医
療

費
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
は
明
ら

か
で
、
こ
ど
も
医
療
費
が
全
体
の

医
療
費
を
押
し
上
げ
て
い
る
と
は

到
底
言
え
な
い
。

受
療
率
も
近
年
減
少

　

「
受
療
率
」
は
、
３
年
に
１
回

行
わ
れ
る
患
者
調
査
か
ら
の
デ
ー

タ
で
、
１
９
８
４
年
か
ら
２
０
１

７
年
ま
で
33
年
間
に
12
回
行
わ
れ

て
い
る
。
記
事
は
そ
の
中
か
ら
、

子
ど
も
の
受
療
率
が
最
低
だ
っ
た

２
０
０
２
年
を
１
０
０
と
し
て
、

２
０
１
７
年
は
29
％
増
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
な
ぜ
２
０
０
２
年
を

基
準
と
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、

記
事
で
は
自
治
体
助
成
と
の
関
係

で
２
０
０
９
年
と
２
０
１
８
年
を

対
比
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

受
療
率
に
つ
い
て
も
同
期
間
で
比

較
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

３
年
毎
の
患
者
調
査
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
に
近
い
期
間
と
し
て

は
、
２
０
０
８
年
と
２
０
１
７
年

を
比
較
す
る
の
が
適
切
だ
。
２
０

０
８
年
を
１
０
０
と
し
た
場
合
、

外
来
で
の
子
ど
も
の
受
療
率
は
、

２
０
１
７
年
に
は
１
１
１
・
５

で
、
９
年
間
に
約
１
割
増
え
た
に

す
ぎ
な
い
（
図
４
）。
ま
た
、
そ

の
間
の
推
移
を
見
れ
ば
、
２
０
１

１
年
以
降
は
子
ど
も
の
受
療
率

は
、
実
は
減
少
し
て
い
る
。
自
治

体
助
成
が
広
が
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
受
療
率
が
減
少
し
て

い
る
現
実
は
、
子
ど
も
の
貧
困
と

の
関
係
が
危
惧
さ
れ
る
。「
過
剰

な
受
診
の
要
因
」
ど
こ
ろ
か
、
貧

困
対
策
抜
き
に
は
、
受
療
率
も
上

昇
し
な
い
現
実
こ
そ
問
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
は

少
子
化
対
策
に
不
可
欠

　

こ
れ
ま
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ

ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担
無
料
化

は
国
民
医
療
費
を
増
加
さ
せ
る
原

因
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
２
０

１
１
年
以
降
の
受
療
率
が
増
加
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
無
料
化

に
よ
る
安
易
な
受
診
が
増
え
た
と

は
言
え
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
協
会
は
必
要
か
つ
十
分
な
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
こ
ど
も
医
療
に
と
ど
ま
ら
な

い
窓
口
負
担
の
軽
減
や
、
医
療
提

供
体
制
の
拡
充
を
求
め
て
い
く
。

政策解説

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

特別講演　14時45分～

　「（あまり）病気をしない暮らし
 ―がんは『運』である」
講　師　大阪大学大学院医学系研究科・病理学　教授　仲野　徹先生

　病気になりたくない。誰もが思うことですが、それは
不可能です。悪性新生物、いわゆる「がん」は、日本人
の死因の一位で、一生の間にがんと診断される人は国民
の半分にものぼります。
　がんは、細胞が無限に増殖する疾患で、がんの発症に
関与する遺伝子の（突然）変異によることがわかって
います。がんは、加齢に伴うランダムな遺伝子変異の蓄
積することによって発症しますから、ある意味では長生
きによる宿命、避けることのできない病気なのです。
　しかし、最近では、遺伝子変異に対して特異的な効果を発揮する分子
標的薬や、あたらしい免疫療法が開発されてきました。がんとはどうい
う病気なのか、そして、その予防法はあるのか、などについてわかりや
すく説明いたします。 【仲野　記】

第28回日常診療経験交流会
メインテーマ　日常診療の原動力 ～この10年、これからの10年～（変容する社会）

対　象　医師、歯科医師、薬剤師、看護師、医療・介護の関係スタッフなど
講　師　 あしだこども診療所　芦田 乃介 先生、ユニコの森村上こどもクリニッ

ク　村上 博 先生、日本BLS協会・ヘルスケアプロバイダーのみなさん
定　員　 ベーシックコース30人、アドバンスコース12人 （事前申し込みをお願いします）
参加費　無料
＊ 講習修了者全員に協会の受講証（救急蘇生実技講習・医療安全管理研

修）を発行するほか、携帯型フェイスマスクをプレゼント

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

10時～

救急フェスタ「CPR講習会」－あなたの大切な人を守るために－

文化部主催　第18回「あなたとわたしの展示会」

自慢のお宝、作品を大募集！

13時～　会場は10階

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809 吉永まで

展示企画　絵画、書、写真、陶芸ほか（大きさ自由）
出 展 数　お１人３点まで　　　　出展料　無料
応募締切　10月11日（金）　応募資格　協会会員とその家族、職員、患者の方
※出展を希望する方には「展示品応募申込用紙」を送付します。

図１　年齢階級別一人当たり医療費実額の推移

図２　年齢階級別国民医療費の推移

図４　2008年を100とした外来受療率の推移

図３　年齢階級別医療費の構成比　　
「子ども」は６％に減少
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日　時　10月27日（日）10時～　　会　場　神戸市産業振興センター９階（JR神戸駅から徒歩７分）
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(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

支　 部　 の　 催　 物　 案　 内支　 部　 の　 催　 物　 案　 内

第１９２１号 （６）２０１９年(令和元年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

「神経疾患と便通異常
 ～新規下剤の使用を含めて～」
日　時　10月５日（土）15時～
会　場　伊丹市立図書館ことば蔵
講　師　つちやま内科クリニック院長
 土山雅人先生

■北阪神支部■在宅医療研究会

「秋の味覚バスツアー　とっとり編」
日　時　10月６日（日）
　　　　姫路駅前８時15分発
　　　　相生駅前８時45分発
行き先　鳥取県（鳥取砂丘、梨狩り等）
参加費　 11000円（小児の参加費は要相談）

■姫路・西播支部■バスツアー

「次世代乳がんスクリーニングのための
 世界初のマイクロ波マンモグラフィの実現」
日　時　10月19日（土）14時30分～
会　場　協会５階会議室
講　師　 神戸大学数理データサイエンスセ

ンター　教授　木村建次郎先生
※終了後、懇親会（無料）

■神戸支部■第40回総会記念講演

「もしものための話し合い～それぞ
れの価値観に根ざした役割の再考～」
日　時　10月19日（土）15時30分～
会　場　加古川プラザホテル
講　師　 亀田総合病院在宅診療科部

長iACP理事　大川薫先生

■加古川・高砂支部■第38回総会記念講演

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
19

日
、
西
宮
医
療
会
館
でM

edical 
English 

＃
53
を
開
催
。「
潰
瘍

性
大
腸
炎
／
下
痢
」
を
テ
ー
マ

に
、Robert Conroy

氏
が
講

師
、
半
田
伸
夫
先
生
（
西
宮
市
・

半
田
医
院
）
が
司
会
、
坂
尾
将
幸

先
生
（
西
宮
市
・
さ
か
お
内
科
・

消
化
器
内
科
）
と
中
島
敏
雄
先
生

（
西
宮
市
・
中
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、
医
師

ら
17
人
が
参
加
し
た
。
研
修
医
の

嶺
尾
亮
和
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

こ
の
度
は
、M

edical English

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
今
、
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
み
、
西
宮
の
市
中
病
院
で
も

外
国
人
の
方
を
相
手
に
診
療
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
英
語
を
扱
う
方
が
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
て
翻
訳
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
簡
単
な
会
話
で
す
ら

す
ぐ
に
頼
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
際
の
診

療
に
即
し
た
英
会
話
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
積
極
的
に
も
の
に
頼
ら

な
い
自
分
の
英
語
で
会
話
し
て
み

た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
、
半
田
医
院
の
半
田
伸
夫

　

当
初
の
予
想
を
超
え
る
多
く
の

参
加
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ

れ
ま
し
た
。
多
職
種
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
第
２
会
場
を
設
け

る
ほ
ど
人
気
の
高
い
研
究
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

岡
先
生
は
、
精
神
科
診
療
に
お

い
て
身
体
の
治
療
と
心
の
治
療
を

分
け
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
心
の
治
療
を
内

包
す
る
漢
方
を
精
神
科

診
療
に
取
り
入
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
近
年
、

長
期
連
用
に
よ
る
依
存

性
が
問
題
と
な
り
使
用

に
制
限
が
か
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
ベ
ン
ゾ

ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
薬
物
の

減
量
、
中
止
に
苦
慮
す

る
こ
と
が
多
い
日
常
臨

床
に
お
い
て
、
漢
方
薬

を
単
に
使
う
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
患
者
さ
ん

　

第
36
回
漢
方
研
究
会
は
「
こ
こ

ろ
と
漢
方
〜
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン

に
頼
ら
な
い
医
療
を
目
指
し
て

〜
」
と
い
う
題
で
、
奈
良
で
精
神

科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
さ
れ
て

い
る
岡
留
美
子
先
生
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

後
に
、
国
民
に
説
明
し
て
理

解
を
求
め
る
と
い
う
の
も
順

序
が
間
違
っ
て
い
ま
す
。

　

法
律
制
定
は
立
法
機
関
で

あ
る
国
会
が
す
る
も
の
で

す
。
集
団
的
自
衛
権
の
法
律

成
立
を
総
理
大
臣
（
行
政
の

ト
ッ
プ
）
が
米
国
議
会
で
宣

言
す
る
の
は
、
三
権
分
立
を

破
っ
た
と
宣
言
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
う
い
う
立
憲
主
義

と
三
権
分
立
に
縛
ら
れ
な
い

首
領
は
独
裁
者
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

〈
靖
国
の
名
に
そ
む
き
ま
つ

れ
る　

神
々
を

思
へ
ば
う
れ
ひ
の

 

ふ
か
く
も
あ
る
か
〉

 

詠
み
人　

昭
和
天
皇

　

天
皇
陛
下
に
嘘
八
百
申
し

上
げ
て
欺あ

ざ
む

き
、
臣
民
に
も
嘘

八
百
言
っ
て
騙だ

ま

し
、
日
本
国

を
ミ
ス
リ
ー
ド
し
た
第
40
代

総
理
大
臣
東
條
英
機
は
、
殉

職
も
切
腹
も
せ
ず
、
す
な
わ

ち
、
全
く
責
任
を
取
っ
て
い

な
い
。

天
皇
は

　
　

東
條
合
祀
後

　
　
　
　
　

参
ら
れ
ぬ

　

そ
の
東
條
英
機
が
、
靖
国

神
社
に
合
祀
さ
れ
て
か
ら
、

そ
れ
ま
で
は
お
参
り
さ
れ
て

い
た
昭
和
天
皇
陛
下
は
、
合

祀
以
後
一
度
も
靖
国
神
社
に

お
参
り
に
行
か
れ
て
い
な

い
。

上
皇
も

　
　

一
度
た
り
と
も

　
　
　
　
　

参
ら
れ
ず

　

上
皇
陛
下
は
、
皇
太
子
時

代
で
も
天
皇
時
代
で
も
お
参

り
さ
れ
て
い
な
い
。
か
つ
、

西
郷
隆
盛
も
白
虎
隊
も
靖
国

神
社
に
は
、
合
祀
さ
れ
て
い

な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

東
條
と

　
　

同
じ
総
理
が

　
　
　
　
　

参
る
と
は

　

同
じ
総
理
大
臣
、
す
な
わ

ち
、
日
本
国
を
ミ
ス
リ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に

あ
る
安
倍
が
、
靖
国
神
社
に

お
参
り
し
た
り
奉
納
し
た
り

し
て
い
る
。
そ
れ
は
Ｎ
Ｇ
だ

と
言
わ
な
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

や
国
民
な
ん
て
、
あ
り
得
な

い
と
思
い
ま
す
。

先
生
の
も
と
で
研
修

さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
折
で
、
こ
の
よ

う
な
機
会
に
巡
り
合

え
た
こ
と
を
、
う
れ

し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
、
積
極
的
に

診
療
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

【
西
宮
市
・
明
和
病

院　

研
修
医

 

嶺
尾　

亮
和
】

と
の
治
療
関
係
に
お
い
て
生
ま
れ

る
期
待
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い

こ
と
を
症
例
提
示
を
通
じ
て
、
具

体
的
処
方
と
と
も
に
分
か
り
や
す

く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
の
日
常
診
療

に
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
会
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

 

【
西
宮
市　

村
上　
　

博
】

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
15

日
、
神
戸
市
内
で
「
こ
こ
ろ
と
漢

方
〜
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
に
頼
ら

な
い
医
療
を
目
指
し
て
〜
」
を
テ

ー
マ
に
第
36
回
漢
方
研
究
会
を
開

催
。
奈
良
県
生
駒
市
・
岡
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
の
岡
留
美
子
先
生
が
講

師
を
務
め
、
医
師
ら
１
８
１
人
が

参
加
し
た
。
当
日
司
会
を
務
め
た

村
上
博
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

Ｑ１　患者より傷病手当金意見書の
交付のみが求められ、医師の診察が
行われなくても傷病手当金意見書交
付料は算定できるか。
Ａ１　算定できます。この場合初診
料や再診料は算定せず、実日数とし
ても数えません。
Ｑ２　患者から一度に数カ月分の意
見書の求めがあった場合も、傷病手
当金意見書交付料の算定は一度のみ
か。
Ａ２　傷病手当金意見書交付料は証
明期間ごとに算定でき、同一月に複
数枚の交付が求められた場合には、
求められた枚数分算定できます。
Ｑ３　退職後等の理由により、労務
不能であった時点と意見書を交付し
た時点で保険者が異なる場合も、意
見書を交付した時点での保険者にレ
セプト請求できるか。
Ａ３　請求できます。傷病手当金意
見書交付料は、意見書の交付時点に

おいて、当該被保険者に対して療養
の給付を行う保険者に請求します。
Ｑ４　傷病手当金を受給できる被保
険者の死亡後、遺族に対して意見書
交付を行った場合も、傷病手当金意
見書交付料は算定できるか。
Ａ４　算定できます。当該遺族など
に対する療養の給付として請求しま
す。この場合レセプトの「摘要」欄
に「相続」と表示し、「傷病名」欄
には意見書の対象となった病名を記
載します。
Ｑ５　他にレセプトに記載するべき
ことはあるか。
Ａ５　①「摘要」欄に、意見書の交
付年月日を記載します。②当該月前
に受療した傷病について、傷病手当
金意見書の交付のみの求めがあった
場合、その対象となった傷病名およ
びその傷病について診療を開始した
日を、それぞれ「傷病名」欄および
「診療開始日」欄に記載します。

医科保険請求

〈傷病手当金意見書交付料〉

　

日
本
国
は
、
民
主
主
義
、

立
憲
主
義
、
三
権
分
立
、
法

治
主
義
の
国
家
で
す
。
こ
の

四
つ
の
う
ち
一
つ
で
も
欠
け

れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
国
だ
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
立
憲
主
義
の
も
と

で
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
規
制

さ
れ
て
い
る
側
（
政
府
、
内

閣
）
が
、
そ
の
憲
法
の
解
釈

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
憲
法
を
改
正
で
き
る
の

は
、
立
法
機
関
で
あ
る
国
会

で
あ
り
、
す
な
わ
ち
主
権
者

た
る
国
民
で
あ
り
、
決
っ
し

て
行
政
で
あ
る
内
閣
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
閣
議
決
定
し
た

日
本
国
と

靖
国
神
社
に
思
う
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伊
丹
市　
　

林　
　

宗
茂

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

今
後
も
消
費
税
引
き
下
げ
を

め
ざ
し
て

お
金
が
心
配
で
受
診
で
き
な
い
方
が

増
え
る
の
は
許
せ
な
い

川
辺
郡　
　

山
上　
　

威

消
費
税
増
税
対
応
の

薬
価
改
定
に
疑
問

談 話
　

消
費
税
が
い
よ
い
よ
10
％
へ
と

引
き
上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
協
会
は
こ
の
消
費
税
増
税
に

反
対
し
、「
10
月
消
費
税
増
税
ス

ト
ッ
プ
！
兵
庫
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
事
務
局
団
体
も
務
め
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
の
30
年
間
を
振
り
返
る

と
、
消
費
税
導
入
と
そ
の
増
税
の

時
代
で
し
た
が
、
所
得
税
、
法
人

税
の
減
税
に
よ
り
、
消
費
増
税
分

は
相
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
分

　

消
費
税
が
10
月
に
も
増
税
さ
れ

ま
す
が
、
２
０
１
４
年
の
５
％
か

ら
８
％
へ
の
増
税
時
、
私
の
医
院

　

医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消
費

税
負
担
は
、
病
院
で
は
一
病
院
あ

た
り
３
０
０
０
万
円
〜
７
０
０
０

万
円
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
消

費
税
10
％
と
な
れ
ば
、
１
億
円
の

機
械
を
導
入
す
る
と
、
そ
れ
だ
け

で
損
税
は
１
０
０
０
万
円
と
、
病

　

厚
労
省
は
、
10
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
に
対
応
す
る
た
め
と
の
名

目
で
、
保
険
点
数
を
改
定
し
ま
し

た
が
、
薬
価
に
つ
い
て
は
実
際
の

と
こ
ろ
診
療
報
酬
改
定
を
行
っ
た

よ
う
な
も
の
で
す
。
特
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
に
関
し
て
は
多
く
の
場

合
10
％
程
度
、
場
合
に
よ
っ
て
は

30
〜
40
％
も
引
き
下
げ
ら
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

国
は
後
発
医
薬
品
へ
の
シ
フ
ト

を
さ
ら
に
進
め
る
計
画
で
す
が
、

後
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て

は
、
製
造
経
費
が
２
％
の
増
税
と

な
る
の
に
、
収
入
は
10
％
以
上
減

少
す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
考
え

配
率
は
低
下
し
、
大
企
業
が
内
部

留
保
を
積
み
増
し
、
景
気
回
復
は

実
感
さ
れ
ず
、
社
会
保
障
の
充

実
、
特
に
医
療
の
充
実
に
は
程
遠

い
30
年
間
で
し
た
。
窓
口
負
担
は

上
が
る
、
国
保
も
介
護
も
保
険
料

が
上
が
る
、
年
金
保
険
料
も
上
が

る
、
受
給
開
始
年
齢
ま
で
も
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
３

位
の
日
本
を
挟
み
、
１
位
と
２
位

の
米
中
が
経
済
冷
戦
を
激
化
さ

せ
、
中
国
経
済
の
減
速
や
英
国
の

Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
、
世
界
経
済
の
先

行
き
も
不
透
明
で
す
。
韓
国
な
ど

の
周
辺
諸
国
と
の
政
治
問
題
も
経

済
問
題
へ
と
広
が
る
今
、
消
費
税

増
税
は
「
台
風
の
前
に
窓
を
開
け

の
患
者
さ
ん
も
15
％
く
ら
い
は
減

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て

今
来
て
い
る
患
者
さ
ん
の
受
診
頻

度
は
、
本
当
な
ら
２
週
間
に
１
回

は
来
て
ほ
し
い
慢
性
疾
患
の
患
者

院
に
と
っ
て
消
費
税
は
非
常
に
重

い
負
担
で
す
。

　

政
府
は
消
費
税
増
税
に
対
応
す

る
と
し
て
、
診
療
報
酬
改
定
を
行

い
ま
し
た
が
、「
消
費
税
分
」
を

診
療
報
酬
の
上
乗
せ
分
と
し
て
医

療
費
本
体
と
切
り
離
し
て
考
え
る

の
は
間
違
い
で
す
。
政
府

が
毎
月
発
表
し
て
い
る
物

価
指
数
で
も
、
消
費
税
分

は
物
価
の
一
部
と
さ
れ
て

お
り
、
消
費
税
は
物
価
に

含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

診
療
報
酬
に
付
け
加
え
ら

れ
た
「
消
費
税
分
」
は
、

て
も
お
か
し
い
話
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
る
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

は
今
後
止
め
て
い
く
方
向
で
あ
る

の
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

影
響
は
製
薬
メ
ー
カ
ー
に
と
ど

ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
保
険
調
剤

薬
局
や
院
内
処
方
の
医
院
に
と
っ

て
、
９
月
末
の
在
庫
に
よ
る
損
失

が
か
な
り
出
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
後
発
医
薬
品
の
薬
価
ダ
ウ
ン

に
よ
り
、
納
入
価
と
の
差
が
小
さ

く
な
る
、
も
し
く
は
「
逆
ザ
ヤ
」

と
な
る
な
ど
で
、
経
営
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
中
小
の
保
険

調
剤
薬
局
で
は
倒
産
も
あ
り
う
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

て
お
く
」
よ
う
な
も
の
で
す
。

今
、
消
費
税
を
増
税
で
き
る
状
況

に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し

た
ク
ル
ー
グ
マ
ン
は
、
増
税
に
関

し
て
「
当
然
や
る
べ
き
で
な
い
政

策
で
す
。
も
し
安
倍
政
権
が
ゴ
ー

サ
イ
ン
を
出
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
や

っ
て
き
た
す
べ
て
の
努
力
が
水
の

泡
と
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
経
済

は
デ
フ
レ
不
況
に
逆
戻
り
し
、
そ

こ
か
ら
再
び
浮
上
す
る
の
は
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
ほ
ど
の
惨
状
と
な

り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
消

費
税
増
税
は
、
個
人
消
費
を
落
ち

込
ま
せ
、
地
域
と
国
の
経
済
の
致

命
傷
と
な
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で

い
ま
す
。

　

政
府
は
、
消
費
の
落
ち
込
み
、

低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
軽
減
税

率
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
な
ど
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
政

策
は
煩
雑
な
だ
け
で
、
一
時
的
で

限
定
的
な
効
果
し
か
あ
り
ま
せ

さ
ん
も
、
お
金
が
な
い
か
ら
と
３

週
間
に
１
回
、
月
に
１
回
と
受
診

回
数
を
減
ら
し
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。
そ
ん
な
厳
し
い
状
況
の
患

者
さ
ん
が
多
い
こ
と
を
、
政
府
は

知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

お
金
を
心
配
す
る
方
が
よ
り
増

え
、
さ
ら
に
２
割
か
ら
３
割
の
患

者
さ
ん
が
減
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
全
世
代
が
安
心

す
る
社
会
保
障
制
度
の
た
め
と
し

て
、
10
％
へ
の
増
税
を
強
行
し
て

い
ま
す
が
、
社
会
保
障
充
実
の
た

め
と
８
％
に
増
税
し
た
後
に
起
こ

っ
た
こ
と
と
し
て
は
、
70
〜
74
歳

75
歳
以
上
の
方
の
窓
口
負
担
の
原

則
２
割
化
や
、
受
診
時
定
額
負
担

が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
消
費
税
が
増
税
さ
れ
た
と
し

て
も
社
会
保
障
は
充
実
す
る
ど
こ

ろ
か
改
悪
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
本

当
に
ひ
ど
く
、
国
民
を
だ
ま
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
景
気
は
良
く
な
っ
て
い

る
と
安
倍
首
相
が
言
っ
て
い
ま
す

が
、
庶
民
の
懐
は
全
く
温
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。
庶
民
に
お
金
が
な
く

買
い
物
が
で
き
な
い
た
め
に
消
費

不
況
が
起
こ
っ
て
い
る
現
時
点
で

の
増
税
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
。
私
は
景
気
が
本
当
に
良
く
な

医
療
費
と
一
体
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
す
。

　

そ
れ
で
な
く
と
も
、
２
年
ご
と

の
改
定
で
点
数
が
増
減
す
る
こ
と

に
よ
り
「
消
費
税
分
」
が
ど
れ
だ

け
か
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
政
府
が
今
度
の
消
費
税
対
応

改
定
を
行
っ
た
の
は
「
消
費
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
か
ら
、
物
価
が

上
昇
し
、
医
療
費
も
増
加
し
た
。

だ
か
ら
そ
の
分
の
診
療
報
酬
も
引

き
上
げ
る
」
と
考
え
る
の
が
、
最

も
分
か
り
や
す
い
理
由
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
、
政
府

の
論
理
は
破
綻
し
て
い
ま
す
。
政

府
は
、「
医
療
は
非
課
税
」
と
国

民
に
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
医
療

機
関
が
発
行
す
る
領
収
書
や
診
療

明
細
書
の
下
に
は
「
※
厚
生
労
働

省
が
定
め
る
診
療
報
酬
や
薬
価
等

に
は
、
医
療
機
関
等
が
仕
入
れ
時

に
負
担
す
る
消
費
税
が
反
映
さ
れ

　

最
近
マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら
、
湿

布
薬
や
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
10
割
負

担
（
全
額
自
己
負
担
）
に
す
る
計

画
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
か

に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
で
買
う
人
に
比
べ
、
医

療
機
関
を
受
診
し
て
保
険
を
使
え

ば
患
者
負
担
は
安
く
済
む
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
病
院
通
い

を
し
て
い
る
方
々
に
と
っ
て
、
い

き
な
り
全
額
自
己
負
担
は
酷
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
医
療
費
が
拡
大
し
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
い
き
な
り

10
割
負
担
と
い
う
乱
暴
な
議
論
は

い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

湿
布
薬
や
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
は
、
使

用
す
る
患
者
さ
ん
も
多
く
、
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
高
額
薬
剤
費

な
ど
の
問
題
も
合
わ
せ
て
、
患
者

さ
ん
と
医
療
機
関
の
間
に
混
乱
を

も
た
ら
さ
な
い
よ
う
、
政
府
に
は

慎
重
な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
で

す
。

ん
。
増
税
の
悪
影
響
は
徐

々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
成
果
を
上
げ
「
好

景
気
」
で
あ
る
な
ら
２
％
の
増
税

な
ど
問
題
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

対
策
と
い
う
な
ら
ば
、「
10
％
ス

ト
ッ
プ
！
」
こ
そ
が
、
最
大
の
増

税
対
策
で
し
ょ
う
。

　

参
議
院
選
挙
で
自
公
が
過
半
数

を
得
た
か
ら
と
言
っ
て
、
全
て
の

政
策
を
無
条
件
で
信
任
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
４
年

に
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
以
降
、
こ
れ
ま
で
に
２
回
、
10

％
増
税
を
世
論
の
力
で
押
し
止
め

る
な
ど
、
消
費
税
増
税
に
反
対
す

る
世
論
は
強
い
も
の
で
す
。

　

野
党
内
で
は
８
％
へ
の
「
消
費

税
減
税
法
案
」
も
構
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
協
会
も
、
多
く
の
国
民
と

協
同
し
、
国
民
の
暮
ら
し
と
医
院

の
経
営
を
危
機
に
追
い
込
む
消
費

税
を
引
き
下
げ
る
よ
う
、
力
強
く

主
張
し
て
い
き
ま
す
。

の
患
者
窓
口
負
担

の
１
割
か
ら
２
割

へ
の
引
き
上
げ
、

入
院
時
の
食
事
代

の
値
上
げ
な
ど
、

社
会
保
障
の
改

悪
、
患
者
負
担
の

増
加
で
し
た
。
10

％
へ
の
増
税
後
も

て
い
ま
す
」
と
小
さ
く
書
か
れ
て

あ
る
で
は
な
い
で
す
か
。
つ
ま
り

言
葉
で
は
医
療
は
非
課
税
と
言
い

な
が
ら
、
実
質
、
患
者
さ
ん
は
消

費
税
を
支
払
わ
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
ま
や
か
し
の
制

度
は
す
ぐ
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

私
は
四
病
院
団
体
協
議
会
（
四

病
協
）
に
も
、
幾
度
と
な
く
課
税

ゼ
ロ
税
率
の
導
入
を
提
言
す
る
よ

う
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
四
病
協

は
、
よ
う
や
く
今
年
の
税
制
改
正

要
望
で
「
病
院
は
原
則
課
税
に
し

て
仕
入
れ
に
か
か
っ
た
消
費
税
は

還
付
を
」
と
要
望
し
ま
し
た
。
損

税
が
発
生
し
な
い
よ
う
な
抜
本
的

制
度
改
善
は
、
医
療
界
の
共
通
の

要
求
で
す
。
損
失
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
非
課
税
と
い
う
ご

ま
か
し
の
言
葉
を
止
め
、
医
療
へ

の
課
税
ゼ
ロ
税
率
を
適
用
、
ま
た

は
免
税
取
引
に
変
更
す
べ
き
で

す
。
損
税
の
抜
本
的
解
決
に
向
け

た
協
会
の
運
動
に
期
待
し
て
い
ま

す
。私も一言私も一言

消費税に消費税に

尼
崎
市　
　

吉
田　

静
雄

医
療
費
の
消
費
税
非
課
税
は

国
民
を
欺
く〝
ま
や
か
し
〞

私も一言私も一言
消費税に消費税に

私も一言私も一言
消費税に消費税に

吉
田
先
生
は
近
著『
医
療
の
本
懐
』で
も
損
税
の
解

決
を
訴
え
て
い
る（
幻
冬
舎
、１
５
０
０
円
＋
税
）

　

安
倍
政
権
に
よ
る
10
月
の

消
費
税
増
税
強
行
を
前
に
、

会
員
か
ら
怒
り
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
３
人
の

先
生
か
ら
の
意
見
と
西
山
裕

康
理
事
長
の
談
話
を
掲
載
す

る
。10月の消費税10％への増税は

医療機関の経営を直撃する医療機関の経営を直撃する

医学部・歯学部受験対策と難関中学受験医学部・歯学部受験対策と難関中学受験
―2020年度受験対策 最新情報もふまえて――2020年度受験対策 最新情報もふまえて―

日　時　10月６日（日）13時～ 難関中学受験　14時～ 医学部・歯学部受験
会　場　協会５階会議室
協　力　中央受験センター・医匠塾

受験対策セミナー

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817まで

兵庫協会には3210筆の署名
が集まり、９月12日に国会
へ提出した　　　　　　　

っ
た
ら
消
費
税
増
税
は
仕
方
が
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
思
い

か
ら
「
10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％

中
止
を
求
め
る
請
願
」
署
名
を
患

者
さ
ん
に
勧
め
、
多
く
の
署
名
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

診
察
の
終
了
後
、
直
接
患
者
さ

ん
、
ご
家
族
の
方
に
「
消
費
税
増

税
に
反
対
す
る
署
名
な
の
で
協
力

し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
る
と
、

「
こ
れ
以
上
の
増
税
は
も
う
無

理
。
払
え
な
い
」「
食
料
品
の
税

率
が
外
食
で
10
％
、
持
ち
帰
り
で

８
％
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
や
や
こ

し
す
ぎ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
は
持
っ
て
お
ら
ず
、
ポ
イ
ン

ト
還
元
な
ど
の
恩
恵
も
受
け
ら
れ

そ
う
に
な
い
。
ぜ
ひ
止
め
て
ほ
し

い
」
と
皆
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
の
切
実
な
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
国

会
で
消
費
税
を
引
き
下
げ
る
法
案

を
ぜ
ひ
成
立
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
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10月消費税10％ストップ！9・12国会内集会

増税中止求め100万筆超提出
　

保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長
が
呼
び
か
け
人
を
務
め

る
「
10
月
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
９
月
12
日
、
増
税
中
止
を
求
め
る
国
会
内
集

会
を
開
催
し
、
約
６
０
０
人
が
参
加
。
会
場
に
入
り

き
ら
な
い
ほ
ど
の
人
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
議
員
会

館
前
で
も
緊
急
集
会
を
開
い
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
川

西
敏
雄
副
理
事
長
が
出
席
し
た
。
全
国
よ
り
計
１
０

８
万
６
０
０
０
筆
の
消
費
税
増
税
中
止
署
名
を
立
憲

民
主
・
国
民
民
主
・
日
本
共
産
党
の
各
国
会
議
員
に

手
渡
し
、
臨
時
国
会
を
直
ち
に
開
き
、
増
税
を
中
止

す
る
よ
う
求
め
た
（
７
面
に
関
連
記
事
）。

臨
時
国
会
開
会
で　

増
税
中
止
の
決
断
を

　

呼
び
か
け
人
の
一
人
で
あ
る
本

田
宏
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長

は
、
約
９
カ
月
間
に
１
０
０
万
筆

を
超
え
る
署
名
が
集
ま
っ
た
こ
と

に
対
し
「
署
名
へ
の
関
心
の
高

さ
、
消
費
税
増
税
は
許
せ
な
い
と

い
う
国
民
の
声
が
渦
巻
い
て
い

る
。
政
府
は
増
税
後
の
10
月
に
な

ら
な
い
と
臨
時
国
会
を
開
か
な
い

が
、
こ
れ
は
国
民
の
声
を
恐
れ
て

の
こ
と
だ
。
国
民
が
も
っ
と
声
を

上
げ
れ
ば
増
税
は
中
止
で
き
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

各
党
の
国
会
議
員
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
立

憲
民
主
党
の
初
鹿
明
博

衆
議
院
議
員
は
「
景
気

が
落
ち
込
ん
で
い
る
こ

の
時
期
に
増
税
は
あ
り

得
な
い
。
さ
ら
に
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や
ポ
イ

ン
ト
還
元
対
策
の
た
め

の
レ
ジ
購
入
な
ど
へ
の

対
応
の
た
め
混
乱
が
起

こ
っ
て
い
る
が
、
10
月

か
ら
大
混
乱
が
起
こ
る

こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
５
野

党
・
会
派
が
一
丸
と
な
っ
て
増
税

阻
止
へ
向
け
が
ん
ば
り
た
い
」
と

訴
え
た
。

　

国
民
民
主
党
の
後
藤
祐
一
政
務

調
査
会
長
代
行
は
「
８
％
の
消
費

税
で
も
商
売
が
続
け
ら
れ
な
く
な

る
中
小
業
者
が
増
え
て
き
て
い
る

の
に
10
％
な
ど
耐
え
ら
れ
る
わ
け

な
が
な
い
。
直
ち
に
臨
時
国
会
を

開
き
徹
底
審
議
す
る
よ
う
求
め
て

い
く
」
と
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局

長
は
「
増
税
す
べ
き
は
庶
民
の
負

担
が
重
い
消
費
税
で
は
な
い
。
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
４
０
０
兆
円

も
の
内
部
留
保
を
た
め
込
ん
で
い

る
大
企
業
に
こ
そ
負
担
を
求
め
る

べ
き
だ
。
社
会
保
障
費
は
削
減
さ

れ
る
一
方
な
の
に
軍
事
費
は
増
や

さ
れ
て
い
る
。
軍
事
費
に
使
う
た

め
に
消
費
税
増
税
な
ど
も
っ
て
の

ほ
か
だ
。
野
党
は
結
束
し
て

１
０
０
万
筆
の
力
で
増
税
止

め
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

れ
い
わ
新
選
組
の
山
本
太

郎
代
表
が
「
消
費
税
は
増
税

で
も
凍
結
で
も
な
く
、
減
税

を
求
め
て
い
こ
う
」
と
訴
え

る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
た
。

　

呼
び
か
け
人
の
東
京
大
学

な
い
。
絶
対
や
め
さ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
た
。
ま
た
住
江
憲
勇

保
団
連
会
長
が
「『
今
か
ら
で
も

増
税
中
止
は
可
能
』『
今
す
ぐ
国

会
で
徹
底
審
議
し
増
税
中
止
の
決

断
を
』
の
声
広
げ
よ
う
」
と
の
ア

ピ
ー
ル
を
読
み
上
げ
、
会
場
か
ら

の
大
き
な
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
銀
座
で
パ

レ
ー
ド
を
行
い
「
ス
ト
ッ
プ
！
ス

ト
ッ
プ
！
消
費
税
」「
増
税
中
止

し
景
気
を
回
復
」「
軍
事
費
減
ら

し
て
福
祉
に
回
せ
」
と
通
行
人
に

訴
え
た
。

名
誉
教
授
の
醍
醐
聰
氏
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
斎
藤
貴
男
氏
、
全
国

Ｆ
Ｃ
加
盟
店
協
会
会
長
の
庄
司
正

俊
氏
が
消
費
税
10
％
増
税
阻
止
に

向
け
て
運
動
を
広
げ
よ
う
と
訴
え

た
。

　

フ
ロ
ア
発
言
で
は
、
三
重
県
で

歯
科
医
院
を
開
業
し
て
い
る
梅
村

忠
司
先
生
が
消
費
税
を
患
者
に
転

嫁
で
き
ず
、
自
ら
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
「
損
税
問
題
」
に
つ

い
て
ふ
れ
医
療
機
関
の
実
情
を
話

し
た
。
梅
村
先
生
は
「
増
税
阻
止

は
命
が
け
で
や
り
ぬ
か
ね
ば
な
ら

集会では国会議員（前列）と全国からの参加者が消費税10％ストップのプラカードを
掲げて増税反対を訴えた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

兵庫協会の川西副理事長（右２人目）らが
10月消費税10％ストップ！を訴えてパレー
ドを行った　　　　　　　　　　　　　　

記
憶
に　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
せ
ん
！

映
画
案
内

映
画
案
内

白岩一心
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三
谷
幸
喜
さ
ん
脚
本
演
出
監

督
作
品
で
、
記
憶
を
な
く
し
た

総
理
大
臣
が
主
人
公
の
政
界
コ

メ
デ
ィ
映
画
を
案
内
し
ま
す
。

消
費
税
増
税
中
止
を
は
じ
め
、

現
政
権
へ
の
批
判
と
受
け
取
れ

る
場
面
が
多
数
あ
る
の
が
見
ど

こ
ろ
で
す
。

　

名
優
・
中
井
貴
一
さ
ん
が
主

役
の
内
閣
総
理
大
臣
を
演
じ
る

他
、
デ
ィ
ー

ン
・
フ
ジ
オ

カ
さ
ん
、
石

田
ゆ
り
子
さ

ん
、
草
刈
正

雄
さ
ん
、
佐

藤
浩
市
さ
ん

た
ち
を
は
じ

め
、
豪
華
キ

ャ
ス
ト
陣
が

揃
っ
て
い
ま
す
。

　

総
理
大
臣
の
黒
田
啓
介
は
、

演
説
中
に
一
般
市
民
の
投
げ
た

石
が
頭
に
あ
た
り
、
一
切
の
記

憶
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

自
身
の
政
策
、
各
大
臣
の
顔
や

名
前
は
も
ち
ろ
ん
、
国
会
議
事

堂
の
本
会
議
場
の
場
所
す
ら
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

啓
介
は
、
金
と
権
力
に
目
が

く
ら
ん
だ
悪
徳
政
治
家
で
し
た

が
、
突
然
善
良
な
普
通
の
人
間

に
変
貌
し
て
し
ま
い
ま
す
。
国

政
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
総

理
が
記
憶
を
失
っ
た
こ
と
は
国

民
に
は
隠
さ
れ
、
秘
書
官
た
ち

の
支
援
に
よ
り
、
日
々
の
公
務

を
こ
な
し
て
い
き
ま
す
。
結
果

的
に
、
あ
ら
ゆ
る
し
が
ら
み
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
真
剣
に
政
治

と
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
啓

介
は
、
本
気
で
こ
の
国
を
変
え

た
い
と
思
い
始
め
ま
す
。
総
理

大
臣
を
取
り
巻
く
、
政
治
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
＆
コ
メ
デ
ィ
が
、
面

白
お
か
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

　

も
う
少
し
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。
病
院
の
ベ
ッ
ド
で

目
が
覚
め
た
啓
介
。
自
分
が
誰

だ
か
、
こ
こ
が
ど
こ
だ
か
分
か

ら
な
く
一
切
の
記
憶
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
っ
そ
り
病
院
を
抜
け

出
し
、
ふ
と
見
た
テ
レ
ビ
の
ニ

ュ
ー
ス
に
自
分
が
映
っ
て
い
ま

す
。
演
説
中
の
投
石
事
故
で
病

院
に
運
ば
れ
て
い
る
首
相
。

　

そ
う
、
な
ん
と
自
分
は
こ
の

国
の
最
高
権
力
者
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
石
を
投
げ
つ
け
ら

れ
る
ぐ
ら
い
国
民
に
嫌
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
部
下
ら
し
き
人
が
迎
え
に
き

て
、
官
邸
に
連
れ
て
行
か
れ
ま

す
。「
あ
な
た
は
、
第
１
２
７

代
内
閣
総
理
大
臣
。
国
民
か
ら

は
、
史
上
最
悪
の
ダ
メ
総
理
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
総
理
の
記

憶
喪
失
は
、
ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ

ッ
ト
、
わ
れ
わ
れ
だ
け
の
秘
密

で
す
」
と
告
げ
ら
れ
ま
す
。
真

実
を
知
る
の
は
、
秘
書
官
３
名

の
み
。

　

記
憶
に
な
い
件
で
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
に
ゆ
す
ら
れ
た
り
、
記

憶
に
な
い
愛
人
に
ホ
テ
ル
で
迫

ら
れ
ま
す
。
妻
も
不
倫
を
し
て

い
る
模
様
。
息
子
は
非
行
に
走

っ
て
い
る
気
配
。
そ
し
て
こ
ん

な
時
に
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が

来
日
。
他
国
首
脳
、
政
界
の
ラ

イ
バ
ル
、
官
邸
ス
タ
ッ
フ
、
マ

ス
コ
ミ
、
家
族
、
国
民
を
巻
き

込
ん
で
、
啓
介
が
、
少
し
ず
つ

自
ら
の
夢
と
理
想
を
記
憶
と
と

も
に
取
り
戻
し
て
い
き
ま
す
。

果
た
し
て
そ
の
先
に
待
っ
て
い

た
も
の
と
は
…
？

　

ぜ
ひ
と
も
映
画
館
の
大
ス
ク

リ
ー
ン
で
、
中
井
貴
一
さ
ん
の

熱
演
を
観
て
、
大
い
に
笑
っ
て

く
だ
さ
い
。
鑑
賞
後
、
現
実
の

安
倍
総
理
の
長
期
政
権
の
お
ご

り
や
、
政
策
へ
の
国
民
の
爆
発

寸
前
の
怒
り
が
見
え
て
き
ま

す
。
三
谷
幸
喜
さ
ん
ら
し
さ
も

描
か
れ
た
映
画
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。

（
全
国
の
映
画
館
で
上
映
中
）

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

（
Ｃ
）
２
０
１
９
フ
ジ
テ
レ
ビ
／
東
宝

（
写
真
上
か
ら
）
立
憲
民
主
党
の
初
鹿
衆
議
院
議
員
、
国
民
民
主
党
の
後
藤
政
務
調
査
会
長
代
行
、
共
産
党
の
小
池
書
記
局
長
が

10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％
増
税
阻
止
を
め
ざ
す
と
あ
い
さ
つ
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9月28日（土）13時～元町・大丸前で宣伝を実施します
 ぜひご参加を！

10月消費税10％ストップ署名

国
会
議
員
へ
提
出
し
ま
し
た

兵
庫
協
会
か
ら 

３
２
１
０
筆

兵庫県保険医協会文化部 第６回ワインセミナー

ブルゴーニュのブルゴーニュのググ
特 級 畑特 級 畑

ランクリュランクリュを味わうを味わう
世界遺産世界遺産

講　師　（社）日本ソムリエ協会認定ソムリエ、
　　　　（株）Ｔ＆Ｃサービス統括Mgr
 渡邉　圭一氏
日　時　11月９日（土）18時30分～21時
会　場　オリエンタルホテル６F　The Oriental
　　　　Room East（神戸市中央区京町25）
会　費　25,000円（税込）
共　催　Ｍ＆Ｄ保険医ネットワーク
定　員　30人

　今回も気に入ったワインは予約・購入も可能
です。ワイン初心者、上級者どちらでもお楽し
みいただけるイベントです。ふるってご参加く
ださい。

お問い合わせは、☎078－393－1809まで
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